
第 6章の補遺 3 関数の値の平均

例 正弦関数 sinx の値の 0 以上の π 以下の区間の“平均”を考える．正の自然数

を表す変数 n に対して，等差数列を成す n 個の実数
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が近似的に正弦関数 sinx の値の 0 以上の π 以下の区間の平均だと考える；そして
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の値の 0 以上の π 以下の区間の平均であると考える．自然数 k = 0 , 1 , 2 , 3 , . . . , n
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0 = x0 ≤ x1 ≤ x2 ≤ x3 ≤ ·· · ≤ xn−1 ≤ xn = π .
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これは n → ∞ のとき 0 に収束する． 自然数 k = 1 , 2 , 3 , . . . , n について，
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故に

lim
n→∞

n

∑
k=1

sin
πk

n

n
= lim

n→∞

n

∑
k=1

{

sinxk

π
(xk − xk−1)

}

=
2
π

.

正弦関数 sinx の値の 0 以上の π 以下の区間の平均は
2
π
である． 終

　一般的に，実数 a と b とについて a ≤ b であり，関数 f が a から b まで積分

可能であるとき，a 以上 b 以下の区間 [a,b] における f の値の平均は
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あると考える．


